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報 告 事 項 

第40期（２０１７年３月１日から２０１８年２月２８日まで） 

事業報告及び計算書類報告の件 

決 議 事 項 

第１号議案 取締役８名選任の件 

第２号議案 監査役１名選任の件 
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議 決 権 数 報 告 
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監査役会の監査報告 
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招集ご通知 38ページ 



事 業 報 告 
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招集ご通知 13ページ～32ページ 



増収・増益 売上高は7期連続で最高額を更新 

 売上高 

 営業利益 

 経常利益      

 当期純利益      

186,696百万円 

8,596百万円 

売比4.6％ 

8,597百万円 

売比4.6％ 

6,483百万円 

売比3.5％ 

＋2,185百万円 

前期対比101.2％ 

前期差 公表差(上方修正値) 実績 

▲3百万円 

公表対比100.0％ 

＋337百万円 

前期対比104.1％ 

＋196百万円 

公表対比102.3％ 

＋329百万円 

前期対比104.0％ 

＋297百万円 

公表対比103.6％ 

＋2,299百万円 

前期対比155.0％ 

＋583百万円 

公表対比109.9％ 

経営成績 
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経営成績 

増収・増益。利益はいずれも、過去最高を更新 
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17 

特殊要因 

1 
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売上高 営業利益率 ROE売上高：億円 営業利益率：％ 
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経営成績 

増収・増益  

営業利益率は７期連続で4％以上、ＲＯＥは８期連続10％以上 

営 業 
利益額 7,650 8,052 8,491 8,080 7,929 8,258 8,596 

単位：百万円 
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純資産は54億円増加、有利子負債は81億円圧縮 
（単位：百万円、％） 

当期 2018年2月期末 前期 2017年2月期末 

構成比 増減 構成比 

流動資産 24,579 25.9 △885 25,465 25.8 

   固定資産 70,228 74.1 △2,835 73,064 74.2 

資産合計 94,807 100.0 △3,721 98,529 100.0 

流動負債 36,204 38.2 △4,759 40,963 41.6 

固定負債 15,810 16.7 △4,367 20,177 20.5 

負債合計 52,015 54.9 △9,126 61,141 62.1 

純資産合計 42,792 45.1 +5,404 37,387 37.9 

負債・純資産合計 94,807 100.0 △3,721 98,529 100.0 

有利子負債 12,127 12.8 △8,120 20,248 20.6 

財政状況 
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招集ご通知33ページ 
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有利子負債の大幅な抑制、自己資本比率は45％へ増加 

有利子負債の推移 

 

10 



中期3カ年経営計画の基本方針 

基本方針:４つのNo.1の実現 

11 

 

   顧客ロイヤリティ北海道No.1企業 
 

Ⅰ 

 

   働き続けたい企業北海道No.1 
 

 
    

   地域活性化企業北海道No.1 
 
 

 

   収益性と安定性で北海道No.1企業 
 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

招集ご通知17ページ 
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販売に関する取り組み 

期間売上高前年比 

107.1％ 

「いつもいつもありがとう」をテーマに、イオン北海道誕生祭を開催 

昨年9月～２月にかけて開催 

招集ご通知13ページ 



13 

【北陸フェア】 

グローカルの取り組み：イオン道産デー/国内フェア 

【中国・四国フェア】 【春・夏 大九州フェア】 

【東北フェア】 

【関西フェア】 

【沖縄フェア】 【名古屋・東海フェア】 

【イオン道産デー】 

販売に関する取り組み 

 

108.6％ 

「イオン道産デー」 

 

104.6％ 

招集ご通知13ページ 

2017年度 
売上高前年比  

「国内フェア」 
2017年度 
売上高前年比  

 

109.2％ 

 

114.7％ 

2018年度目標 

売上高前年比  

2018年度目標 

売上高前年比  



 

売上高前期比 158.2％ 

健康で豊な暮らしをサポート：ヘルス&ウエルネス 

ヘルス&ウエルネスの８つのテーマ 
 

①アスレジャー ②シニアケア   
③鮮度        ④機能性食品 
⑤健康        ⑥アンチエイジング 
⑦リラクシング              
⑧セルフメディケーション 

商品に関する取り組み 

 

110.7％ 

 目標  

【鮮度】(有機機野菜・近郊野菜等） 
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＜2017年度主な実績＞ 

今後拡大するマーケットとして拡大展開 

招集ご通知14ページ 

 

売上高前期比 110.8％ 
【アンチエイジング】(スキンケア・美容等） 

   

 

売上高前期比 110.3％ 
【健康】(サラダ・海藻・フリーフロム等） 

   

 201８年度 

売上高前期比  



地域活性化に関する取り組み 

持続可能な社会をめざし、社会貢献活動に取り組みます 

「とかち帯広ＷＡＯＮ」誕生 北海道のご当地WAONによる地域への寄付額は 
スタートの2011年度から７年間で 

累計約１億1千万円となりました。 

2百万円 
1千万円 

2千百万円 

3千7百万円 

6千万円 

8千6百万円 

1億1千万円 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

WAONが使える加盟店が  

道内７,000箇所へ拡大! 

【寄付金額の年度別累計金額】 

15 

招集ご通知14ページ及び40ページ 

■2017年度は約2,430万円を寄付 



剰余金の配当等の決定に関する方針 

中長期的な成長による 
企業価値向上 

株主さまへの継続的で 
安定的な利益還元 

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

１株当 
配当金 

7円 10円 10円 10円 10円 17円 12円 

配当 
性向 

23.9％ 20.6％ 25.1％ 25.0％ 25.2％ 27.7％ 
26.4％ 

予想 

5

10

15
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30.0

2012 2013 2014 2015 2016 2017

1株当配当金 配当性向 

(%) (円) 

１株当 
 配当金 7円 10円 10円 10円 10円 17円 

配当 
  性向 

23.9％ 20.6％ 25.1％ 25.0％ 25.2％ 27.7％ 

 ⇒配当性向の中期目標  30％ 

記念配当５円 
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招集ご通知 32ページ 



2018年度の業績見通し 
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86 

＋21 

▲20 

＋1億円 
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17年通期 営業総利益 販管費 18年通期計画 

2018年度 営業利益 収益構造（前期差） （億円） 

2018年度 利益構造チャート 

営業利益影響額  
営業総利益：各種施策による売上増 ＋21億円 

販管費   ：デジタル投資・次期レジシステム・安全対策修繕など ▲20億円 

営業利益  ：＋1億円 →営業利益率は4％をキープ 
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収益力の改善 

イオンだからできる商品・サービスの提案で収益力の改善を図ります 

19 

 トップバリュ 
2018年目標 

売上高 

  216億円 
前期比   

    117.5％ 

売上高前期比 

120％  
売上高前期比 

160％  

売上に対するインパクト 

３２億円  

売上高前期比 

150％  

荒利に対するインパクト 

１０億円  

招集ご通知38ページ 
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調理時間と清掃時間の短縮により 
作業効率を改善 

お客さまのレジでの待ち時間短縮の他、 
レジ人員を効率的に配置 

即時にコミュニケーションが図れ、 
迅速な応援体制を整備 

省力化によるコスト削減 

業務効率改善の投資を推進し、人時の効率化を図ります 

20 

【調理機器：スチームコンベクション】 
2017年度までに17店舗にて設置 

2018年度計画 15店舗 

【セルフレジ】 
2017年度までに24店舗にて設置 

2018年度計画 9店舗 

【無線マイク（インカム）】 
2017年度までに1３店舗にて導入 

2018年度計画 7店舗 

調理作業時間 
平均40％削減 



成長戦略投資 

20 

4 

9 

1 

21 

3 

4 

0 5 10 15 20 25

活性化 

安心安全 

フロン対応 

省エネ 

設備修繕 

次期システム 

デジタル推進 

18年度 投資額 単位：億円 

       内  容 投資計画 金額 

活性化など 20億円 

安全・安心対策修繕 25億円 

省エネ・フロン対応 10億円 

デジタル・システム推進 7億円 

その他 4億円 

投資 計 66億円 

2018年度 投資計画 安定した経営基盤を背景に、将来へ向けた戦略的な投資を実施 

詳細を 
開示するのは× 

   内 容 投資計画 金額 利益昨差増減要因 投資効果 

活性化 2,060百万円 ▲50百万円 

計画修繕 2,137百万円 ▲117百万円 

地震安全 428百万円 

フロン対応 902百万円 ▲124百万円 

省エネ 115百万円 

システム 311百万円 ▲166百万円 

デジタル 426百万円 ▲100百万円 

投資 計 6,637百万円 ▲631百万円 
お客さまの安全・安心の確保、省エネ、 
デジタル推進化投資を強化！！ 
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単位：億円 

84 

2018年度業績の見通し（実質的に利益は増益） 

48 

49 

44 

15 

15 

20 40 60 80

2018計画 

2017実績 

2017修正 

経常利益 税負担軽減 

17 

特殊要因 

2017年度は長期債権の譲渡による税負担や所得拡大促進税制があり、 

  経常利益    １億円 
  当期純利益 １７億円 

1 

2017年 特殊要因 

22 



 売上高 

 営業利益 

 経常利益 

 当期純利益 

+1.3％ 

増減率 既存店 2018年度 計画 
売上高前期比 

売上総利益率改善幅 

営業収益前期比 

販管費前期比 

101.7% 

+0.3% 

101.8% 

103.1％ 

190,200百万円 

8,700百万円 

売比4.6％ 

8,500百万円 

売比4.5％ 

4,800百万円 

売比2.5％ 

+1.9％ 

+1.2％ 

2018年度業績の見通し 

23 
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2015 2016 2017 2018

営業利益 

単位：億 

配当/配当性向 12円 / 26.4％（予想） 

経常利益・当期純利益は実質的に増益を継続！ 

経常利益 営業外収益など 約 1億円 

当期純利益 法人税軽減など 約17億円 

前年発生 

利益特殊要因 

実質増益 


